
当期の活動概要

次期の見通し
ごあいさつ

⃝製造会社3社をコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社に統合
（2014年1月1日付）

⃝新規製造設備5ラインおよびPETボトルのインラインブローイング設備を
新たに稼働開始、あわせて名古屋および静岡工場の稼働を停止

⃝営業部門のコールセンターを6カ所から2カ所に統合
⃝非アルコール飲料事業に注力すべく、三国ワイン株式会社を売却
⃝RTM(Route-to-market)による営業活動効率向上プログラムを展開
⃝物流会社3社および機器メンテナンス会社4社をコカ･コーライースト 

ジャパンプロダクツ株式会社に統合(2014年7月1日付)
⃝普通社債を発行（140億円）
⃝統合後の業務変革の基盤となるERPシステム「CokeOne+」を2015年4

月の稼働開始に向け開発開始
⃝コカ･コーラボトラー4社を当社に統合（2015年1月1日付）
⃝当社および他社製品を取り扱う自動販売機オペレーションを行う子会社

8社をFVイーストジャパン株式会社に統合予定（2015年4月1日付）
⃝仙台コカ･コーラボトリング株式会社（事業地域：福島、宮城、山形の3

県）を事業統合予定（2015年4月1日付）

次期につきましても、各プロジェクトを推進するとともに日本コカ･コーラ株
式会社とのパートナーシップのもと、積極的な新製品導入や販促活動を展開
してまいります。特に今年はコカ･コーラの象徴でもあり、一目でコカ･コーラ
とわかる独特の形状のガラス瓶「コンツアーボトル」の誕生から100年を迎え
ることから、100周年を祝した販促キャンペーンを通年で展開してまいります。
その第一弾として、コカ･コーラが持つ歴史に焦点を当てたHeritage（ヘリ
テージ）キャンペーンを１月から展開しております。また、３月にはコカ･コーラ
ブランドの新製品「コカ･コーラ ライフ」を発売いたしました。これらの戦略を
十分に活用し、消費者の飲用需要を喚起してまいります。

株主のみなさまには平素より格別のご高配を
賜り厚く御礼申し上げます。2013年７月１日に
コカ･コーラボトラー４社の統合により誕生した
当社は、統合以来、様々な統合プロジェクトや
新たな取り組みを継続しており、会社ごとでは
なく事業（ファンクション）機能ごとの事業運営に
転換しつつ、運営面の課題を乗り越えながら、
精力的に統合を進めてまいりました。また、
2015年４月１日に仙台コカ･コーラボトリング株
式会社との事業統合を行うことで、さらなるシ
ナジー効果を追求し、成長のスピードを加速さ
せ、世界に通用する日本のコカ･コーラボトラー
となることを目指してまいります。株主のみなさ
まにおかれましては、今後ともより一層のご支
援とご理解を賜ります様お願い申し上げます。

コカ・コーライーストジャパン株式会社
代表取締役社長

Calin Dragan

コカ・コーライーストジャパン株式会社証券コード ： 2580
2015年3月発行

2014年12月期の連結業績 2015年12月期の連結業績予想
売 上 高： 523,299 百万円

（前期比 40.4% UP ）
売 上 高： 535,700 百万円

（前期比   2.4% UP ）

営業利益： 9,356 百万円
（前期比 23.4% UP ）

営業利益： 15,600 百万円
（前期比 66.7% UP ）

カリン ドラガン

株主のみなさまへ
2014年12月期決算報告

（注）	2015年12月期の連結業績予想には2015年４月１日付で事業統合予定である仙台コカ・コーラ
ボトリング株式会社の業績は含めておりません。



当期のポイント
▶	�通年業績は夏場の天候不順や消費税増税による価格およびミックス影響を受けた。
▶	�夏の厳しい業績の後、第4四半期に改善の兆し。通期業績は修正後の計画を若干上回る。
▶	�第4四半期はシナジー効果やコスト削減により、製造ラインの立ち上げ遅れや価格およびミッ

クスの悪化の影響を相殺。
▶	�厳しい環境下、５四半期連続で数量・金額シェアを拡大。2015年に向けた体制を強化。
▶	�コーヒー、お茶、水は新製品が成長を牽引。
▶	�迅速な変革と統合を継続。旧ボトラー4社の統合を完了。

連結決算ハイライト

● 営業利益
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● 当期純利益
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● 売上高

チャネル別
販売数量
構成比

スーパー 20% 炭酸飲料 27%

お茶  22%
スポーツ  6%

コーヒー
18%

果汁飲料
6%

その他  11%

ドラッグ
＆量販店
10%

コンビニ
エンス
ストア 
14%飲食  15%

自販機
30%

その他  11%

水  10%

製品カテゴリー別
販売数量
構成比

IRサイトのご案内
その他IR情報もホームページに掲載しております。
是非ご参照ください。

コカ・コーライーストジャパン  IR 検 索
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仙台コカ・コーラ
ボトリング㈱

コカ・コーラ
イーストジャパン㈱

事業エリアは
１都15県に

仙台コカ・コーラボトリング㈱との事業統合（予定）

2015年、「コカ･コーラ」ボトルが誕生100周年を迎えました。おなじみのこの 
“コンツアーボトル” は、1915年に「暗闇で触ったときにもそれが、『コカ･コーラ』
のボトルとわかるもの」というコンセプトのもと製作されました。2015年は100周年を記念して “サイコー ！ ” を
テーマに通年でキャンペーンを展開。その第1弾として “Heritage” キャンペーンがスタートしました。これから
の100年も愛され続けるよう消費者との絆を紡ぐべく、「コカ･コーラ」の歴史に焦点をあて展開していきます。

当社は仙台コカ･コーラボトリング㈱との事業統合の計画を発表いたしました。2015年1月
に事業統合準備を開始し、2015年4月1日の事業統合を予定しています。

新たな仲間となる仙台コカ･コーラボトリング㈱とともに、ワールドクラスの日本のコカ･コー
ラボトラーを目指す中期戦略、成長に向けた「One+ロードマップ」を強力に推進し、日本最大
のコカ･コーラボトラーとしての地位をさらに強固にするとともに、引き続き日本のコカ･コーラ
ボトリングビジネスの変革をリードしていきます。

「コカ・コーラ」ボトル誕生100周年
年間で “サイコー ！ ” キャンペーン

　　統合後の
コカ・コーライーストジャパン 統合後の事業エリア

★ 事業エリアの人口 ★

約 6,600 万人
★ 両社合計の売上高※ ★

約 5,920 億円

★ 年間販売数量 ★

　　約 3 億ケース

日本のコカ･コーラシステム全体の

約50％

Promotion Information

その他

コカ・コーラ
イーストジャパン

仙台コカ・コーラボトリング㈱の概要
販売エリア 宮城県・福島県・山形県

売 上 高 （連結） 568億円 （2013年12月期）

特 徴 「地域の発展なくして、当社の成長はあり得な
い。社会から信頼される会社を目指し、社会と
の共存共栄をはかり、感謝と奉仕の精神をもっ
て活動する。」という経営理念のもと、地域のみ
なさまに「さわやかさ」をお届けしてきました。

数字で見る

N E W S

※2013年度実績の単純合計
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グループ会社の統合を加速

2015年コカ・コーラ営業大会開催

「コカ･コーラ」ボトルの誕生から100周年にあたる2015年。この記念すべき年の目玉として、
2015年3月9日（月）より「コカ･コーラ ライフ」を全国で新発売しました。「コカ･コーラ ライフ」は、
砂糖と植物由来の甘味料“ステビア”を用いることでカロリーオフ（19kcal/100ml）と従来のおい
しさを実現。自然派志向かつ健康重視な大人の方々へ、新しい「コカ･コーラ」の楽しみ方をご
提案します。

当社は成長に向けた「One+ロードマップ」の一環として、経営
構造を簡素化し、法人ではなく、ファンクションに沿った組織構造に
することを目的に、グループ会社の統合を着実に進めてきました。

2015年１月、これまでの販売会社であるコカ･コーラ セントラ
ル ジャパン㈱、三国コカ･コーラボトリング㈱、東京コカ･コーラ
ボトリング㈱、および利根コカ･コーラボトリング㈱を当社に統合、
さらに2015年4月にはさらなる計画推進のため自動販売機による
飲料販売事業および食堂売店事業などを展開しているグループ
会社8社を統合し、FVイーストジャパン㈱を発足する予定です。
このステップが完了すれば、コカ･コーライーストジャパングループ
は４社に集約されることになります。

こうした法人の統合と集約により、全組織の意思決定プロセス
の簡素化と効率的運営が実現され、グループ全体の事業のさら
なる強化を促進します。

2015年における主要活動計画の確認とシステムの士気向上を目
的とした営業大会が2014年11月、幕張メッセにて開催されました。
当日はコカ･コーラシステム関係者約900人が参加し、｢Quality 
Growth with RGM and RTM Execution｣をスローガンに2015
年の業績目標達成に向けた活動をスタートさせました。

植物由来の甘味料によりカロリーオフを実現した新製品
「コカ・コーラ ライフ」 新発売

2015年4月(予定）
コカ・コーライーストジャパングループ 4社

仙台コカ・コーラボトリング㈱
（子会社4社）

集約

2013年7月 統合
コカ・コーライーストジャパングループ

 26社

コカ・コーラ 
イーストジャパン㈱

（販売事業および 
各グループ会社の支援）

FVイーストジャパン㈱
（自販機による販売事業 
および食堂売店事業など）

コカ・コーラ 
イーストジャパン 
プロダクツ㈱

（サプライチェーン事業など）

三国サービス㈱
（保険事業）

事業統合



金融機関 
48名（0.17%）

自己株式
1名（0.00%）

個人・その他
27,592名

（96.71%）

外国法人等
226名（0.79%）

金融商品取引業者 
29名（0.10%）
事業会社・
その他の法人 
635名（2.23%）

株主数
（28,531名）

金融機関 
13,492,162株

（11.07%）

自己株式
854,430株
（0.70%）

個人・その他
18,604,217株

（15.26%）

外国法人等
44,166,358株

（36.23%）

金融商品取引業者 
476,248株

（0.39%）
事業会社・
その他の法人 
44,305,563株

（36.35%）

株式数
（121,898,978株）

商号 コカ·コーライーストジャパン株式会社
（英文社名：Coca-Cola East Japan Co.,Ltd.）

本店所在地 〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
代表者 代表取締役社長 カリン・ドラガン　

代表取締役副社長 マイケル・クームス
資本金 64億99百万円
設立年月日 2001年6月29日

（2013年7月1日 コカ·コーライーストジャパン
株式会社に商号変更）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）
会計監査人 新日本有限責任監査法人
販売エリア 東京都/神奈川県/静岡県/山梨県/愛知県/

岐阜県/三重県/埼玉県/群馬県/新潟県/
千葉県/茨城県/栃木県の1都12県

事業内容 清涼飲料水の製造、加工および販売

発行可能株式総数 487,000,000株
発行済株式の総数 121,898,978株
株主数 28,531名

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
EUROPEAN REFRESHMENTS 20,605,579 16.90
日本コカ・コーラ株式会社 16,669,354 13.67
株式会社千秋社 5,451,200 4.47
三井物産株式会社 5,237,383 4.29
東洋製罐グループホールディングス株式会社 5,126,090 4.20
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 3,746,181 3.07
株式会社引高 2,668,548 2.18
THE COCA COLA EXPORT CO. 2,250,500 1.84
三菱重工業株式会社 2,047,425 1.68
キッコーマン株式会社 1,950,831 1.60

取締役

代表取締役社長 カリン・ドラガン
コカ·コーライーストジャパンプロダクツ㈱　代表取締役社長
FVイーストジャパン㈱　代表取締役社長
仙台コカ·コーラボトリング㈱　代表取締役社長

代表取締役副社長 マイケル・クームス 財務本部長
取締役副社長 ダン・ニスター 営業本部長
取締役 赤地　文夫 営業本部広域法人営業統括部長
取締役 川本　成彦 財務本部コーポレートアドミニストレーション部長
取締役 尾関　春子 法務本部長
取締役 イリアル・フィナン ザ コカ·コーラ カンパニー　上級副社長（ボトリング投資グループ社長）
取締役 ダニエル・セイヤー ザ コカ·コーラ カンパニー　西ヨーロッパ ビジネスユニット プレジデント
取締役 稲垣　晴彦 北陸コカ·コーラボトリング㈱　代表取締役社長
取締役 高梨　圭二 　
取締役 吉岡　浩
監査役

常勤監査役 永渕　富三
常勤監査役 杉田　豊
監査役 野﨑　貞夫
監査役 近藤　原臣 日本コカ·コーラ㈱　バイスプレジデント社長室長

会社概要 （2014年12月31日現在）

株式情報 （2014年12月31日現在）

 会社概要

 株式の状況

 大株主（上位10名）

 株主分布状況

 役員 （2015年4月1日予定）

※1．出資比率は、表示単位未満を切捨てて表示しております。
※2．当社は、自己株式を854,430株保有しております。



● 贈呈時期（年1回贈呈）

12月31日現在名簿記載の株主さま ▶ 4月上旬にご送付いたします

● 贈呈基準

100株以上500株未満保有の株主さま ▶ 当社製品12本（1,440円相当）

500株以上保有の株主さま ▶ 当社製品24本（2,880円相当）

株主インフォメーション
 株主優待制度のご案内

 単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

当社では日頃のご支援に対する感謝のしるしと、当社製品へのご理解を深めていた
だく機会として、毎年12月31日現在の株主のみなさまに、年1回当社製品を贈呈し
ております。

当社株式の証券市場での取引は100株（1単元）となっており
ますので、1～99株（単元未満株式）を市場で売買することは
できません。単元未満株式については、当社に対して買取請
求（売却）、または100株単位となるよう買増請求（購入）でき
る制度があります。

優待品製品例（写真の製品と異なる場合があります。）

コカ·コーライーストジャパン株式会社
〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
TEL： 03-5575-3749　URL：http://www.ccej.co.jp/

株式事務のお手続きに関して
住所変更、買取、買増請求、その他の株式に関するお手続きに
つきましては下記へお問い合わせください。

尚、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支
店でお支払いたします。

●	旧コカ·コーラ セントラル ジャパン（株）
●	旧東京コカ·コーラボトリング（株）	 の株主さま
●	旧利根コカ·コーラボトリング（株）

●	旧三国コカ·コーラボトリング（株）の株主さま

▪株主メモ

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行

0120-232-711（フリーダイヤル）

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま　

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三井住友信託銀行

0120-782-031（フリーダイヤル）

事業年度 1月1日から12月31日
剰余金の配当の基準日 6月30日、12月31日
定時株主総会 毎年3月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

公告方法 電子公告により行います
※ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない

事由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします。
公告掲載URL	http://investor-jp.ccej.co.jp/phoenix.
	 zhtml?c=251855&p=irol-epnnews

● 55株をご所有の場合

買取請求

買取代金

株主さま

55株ご所有

コカ・コーライーストジャパン

55株買取

株主さま

0株

買取請求の場合

45株
買増請求

45株
譲渡

買増代金
支払

買増請求の場合

株主さま

55株ご所有

コカ・コーライーストジャパン

株主さま

100株

COCA-COLA、コカ･コーラ、COCA-COLA ZERO、コカ･コーラ ゼロ、FANTA、ファンタ、
GEORGIA、ジョージア、爽健美茶、そうけんびちゃ、AQUARIUS、アクエリアス、綾鷹、あやたか、
ILOHAS、い・ろ・は・すはThe Coca-Cola Companyの商標です。

⃝定時株主総会決議ご通知発送取りやめのお知らせ
定時株主総会後に株主のみなさまにお送りしてまいりました株主
総会決議ご通知につきましてはご送付を取りやめ、当社ウェブサ
イト（http://www.ccej.co.jp）に掲載させていただきますので、
ご了承くださいますようよろしくお願い申し上げます。




